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論文内容の要旨

本論文は，光によるアルカリ金属蒸気の磁気共鳴検出技術に関したもので，検出信号である光変調

の特性の研究と，その光変調を利用した地磁気測定器の試作，改良を行なった実用化研究の結果をま

とめたものである。開発された磁力計は，ロケットに搭載したり，地上に設置しての地磁気測定に使

用されているほか，港湾作業の時，問題となる残留機雷の探査や，沈船の探知等の作業を従来より安

全，かっ容易に行なわしめる手段として使用されはじめている。

本論文の第一章では，光磁気共鳴磁力計開発の意義と本研究のおかれた立場を明らかにした。

第二章では，従来，現象は観測されていた於理由の不明だった iDl光と D z光を同時に用いて Dl

光だけ用いたときより大きな信号対雑音比で磁気共鳴が観測できる」ことの理論的な説明をし，更に，

Dl光だけを用いたときばかりでなく， Dl 光と D z光を同時に用いたときにも適用できる信号表示式を

求めた。また，その式を利用し，光変調の位相ずれが原因の磁力計出力周波数のシフトを計算した。

第三章では，実験装置について述べたが，特に，ロケット搭載用磁力計についてはその詳しい構成

などを示した。

第四章には，今まで観測されていなかった地磁気中や，より強い磁場中にむける光変調の位相，及

び，振幅の特性の観測結果を示したが，その観測のため新しい横緩和観測法も提案した。また，試作

した自励発振器型磁力計の特性の観測結果についても述べた。

第五章では，第二章で求めた信号表示式が実験結果とよく一致することを確認し，その式で第四章

の実験結果を解析し 磁力計改良の資料を得た。

第六章には，原子系を透過してくる光を監視する現在の磁力計に関係ないが，原子系から散乱して
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くる光を監視していても磁力計を構成し得ることを示した。

第七章は，全体のまとめである。

論文の審査結果の要旨

本論文は光によるアルカリ金属蒸気の磁気共鳴検出技術を研究したもので，検出信号である光変調

の特性を追究し，光変調を利用して実用型の磁力計を開発している。

従来の光によるアルカリ金属蒸気の磁気共鳴検出には， D1光のみを利用していたが，本論文では，

Dl光と D 2光を同時に用いたとき ， Dl フィルターを用いて Dl光のみを使用した時より強い吸収信号

とより振巾の大きな変調信号が観測された。これを理論的に説明し，白励発振器の設計を行っている。

なわセシウムを用いた自励発振器では，他のアルカリ金属を用いたものより発振周波数シフトが小さ

くできて，より高性能の磁力計が可能である。

試作した自励発振器を用いた磁力計は，他磁気の変化が0.0 1 y まで測定でき，その応答 2KHz で

あり，地上に設置したり，ロケットに搭載して地磁気の変化を測定し良好な結果を得ている。

以上のように本論文は磁気共鳴検出技術と地磁気測定装置を開発したもので，工学上および工業上

寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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